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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　 ICTサービスの利用による影響を評価するための影響評価システムが実行する影響評価

方法であって、

　評価対象の ICTサービスを示す情報と基準年と評価対象年との入力を受け付ける入力手

順と、

　第１の記憶部に記憶されている、前記基準年と前記評価対象年において前記評価対象の

ICTサービスを介して流通する財・サービスの支出額を取得し、前記基準年と前記評価対

象年との間の支出額の差分を計算する支出額計算手順と、

　第２の記憶部に記憶されている、前記基準年と前記評価対象年において前記評価対象の

ICTサービスを介して流通する財・サービスを得るために要する所要時間を取得し、前記

基準年と前記評価対象年との間の所要時間の差分を計算する所要時間計算手順と、

　第３の記憶部に記憶されている、余剰金額と活動発生割合の関係及び余剰時間と活動発

生割合の関係に基づいて、前記支出額の差分及び前記所要時間の差分によって発生する活

動への支出額の変化を算出し、産業への需給額の変化を算出する需給変化計算手順と、

　前記需給額の変化を産業関連表に反映させた状態で均衡計算を行うことで、前記評価対

象の ICTサービスの利用による影響を評価する評価手順と、

　を有する影響評価方法。

【請求項２】

　前記評価対象の ICTサービスがコンテンツ配信サービスである場合、
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　 前 記 所 要 時 間 計 算 手 順 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス の 視 聴 時 間 を 前 記 所 要 時 間 に 加

味 し て 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 と の 間 の 所 要 時 間 の 差 分 を 計 算 す る 、 請 求 項 １ に 記

載 の 影 響 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 評 価 手 順 は 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 計 算 す る 、 請 求 項

１ 又 は ２ に 記 載 の 影 響 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 需 給 変 化 計 算 手 順 は 、 予 め 決 め ら れ た 、 活 動 と 産 業 と の 対 応 に 基 づ い て 、 前 記 活 動

へ の 支 出 額 の 変 化 か ら 前 記 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 を 算 出 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の う ち い ず

れ か １ 項 に 記 載 の 影 響 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る た め の 影 響 評 価 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 あ る 年 に お け る 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス の 支 出 額 を 記 憶 す る 支 出

額 記 憶 部 と 、

　 あ る 年 に お け る 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 所 要

時 間 を 記 憶 す る 所 要 時 間 記 憶 部 と 、

　 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 及 び 余 剰 時 間 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 を 記 憶 す る 活 動 発 生

割 合 記 憶 部 と 、

　 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 示 す 情 報 と 基 準 年 と 評 価 対 象 年 と の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 部

と 、

　 前 記 支 出 額 記 憶 部 か ら 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 に お い て 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー

ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス の 支 出 額 を 取 得 し 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 と の

間 の 支 出 額 の 差 分 を 計 算 し 、 前 記 所 要 時 間 記 憶 部 か ら 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 に お

い て 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 所 要

時 間 を 取 得 し 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 と の 間 の 所 要 時 間 の 差 分 を 計 算 す る 差 分 計 算

部 と 、

　 前 記 活 動 発 生 割 合 記 憶 部 を 参 照 し て 、 前 記 支 出 額 の 差 分 及 び 前 記 所 要 時 間 の 差 分 に よ っ

て 発 生 す る 活 動 へ の 支 出 額 の 変 化 を 算 出 し 、 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 を 算 出 す る 需 給 変 化 計

算 部 と 、

　 前 記 需 給 額 の 変 化 を 産 業 関 連 表 に 反 映 さ せ た 状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う こ と で 、 前 記 評 価 対

象 の ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る 評 価 部 と 、

　 を 有 す る 影 響 評 価 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス が コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス で あ る 場 合 、

　 前 記 差 分 計 算 部 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス の 視 聴 時 間 を 前 記 所 要 時 間 に 加 味 し て

、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 と の 間 の 所 要 時 間 の 差 分 を 計 算 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 影

響 評 価 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 評 価 部 は 、 前 記 評 価 対 象 年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 計 算 す る 、 請 求 項 ５

又 は ６ に 記 載 の 影 響 評 価 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 需 給 変 化 計 算 部 は 、 予 め 決 め ら れ た 、 活 動 と 産 業 と の 対 応 に 基 づ い て 、 前 記 活 動 へ

の 支 出 額 の 変 化 か ら 前 記 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 を 算 出 す る 、 請 求 項 ５ 乃 至 ７ の う ち い ず れ

か １ 項 に 記 載 の 影 響 評 価 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 影 響 評 価 方 法 及 び 影 響 評 価 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 ICT（ Information and Com munication Technology） サ ー ビ ス の 普 及 は 人 々 の ラ イ フ ス

タ イ ル の 変 化 を も た ら し て い る (非 特 許 文 献 １ )。 例 え ば 購 買 行 動 に お い て は 、 実 際 の 店 舗

に 出 向 か ず に イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で の 商 品 検 索 ・ 比 較 ・ 購 入 と い っ た 購 買 プ ロ セ ス が 浸 透 し

て い る 。 ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ン グ 利 用 者 は 、 実 店 舗 よ り も 安 い 価 格 で 購 入 で き る 、 店 舗 へ の 移

動 が 不 要 に な る と い っ た 利 便 性 を 享 受 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 に よ っ て 、 人 々 が 何 の 活 動 に 何 円 を 充 て る か と い う 消

費 行 動 が 変 化 し 、 ま た 、 人 々 が 何 の 活 動 に 何 時 間 を 充 て る か と い う 時 間 の 消 費 行 動 が 変 化

す る 。 こ の よ う な 費 用 ・ 時 間 の 消 費 構 造 の 変 化 は 、 地 球 環 境 に 影 響 を 及 ぼ す 。 今 後 、 ICT

サ ー ビ ス の 高 機 能 化 、 多 様 化 が 想 定 さ れ 、 さ ら な る ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 が 想 定 さ れ る た

め 、 将 来 の 環 境 影 響 を 予 測 す る こ と は 環 境 政 策 の 観 点 か ら 重 要 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 総 務 省 ， 平 成 23年 版 情 報 通 信 白 書 ， 2011

【 非 特 許 文 献 ２ 】 張 暁 曦 他 ， 「 ICT利 用 に よ る リ バ ウ ン ド 効 果 の 評 価 に 関 す る 検 討 」 ， 電

子 情 報 通 信 学 会 ソ サ イ エ テ ィ 講 演 論 文 集 ， 2016

【 非 特 許 文 献 ３ 】 本 堂 義 行 他 ， 「 エ ン ト ロ ピ ー 原 理 に 基 づ く リ バ ウ ン ド 効 果 推 定 手 法 の

提 案 」 ， Journal of Life Cycle Assessment， Vol.5， No.1， pp.122-130 (2009/1)

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ れ ま で ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 を 通 じ た CO 2 排 出 量 変 化 の 評 価

が 行 わ れ て き た （ 非 特 許 文 献 ２ ） 。 非 特 許 文 献 ２ で は 、 ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ン グ や テ レ ワ ー ク

等 の 個 々 の ICTサ ー ビ ス に つ い て 、 節 約 さ れ た 費 用 （ Inc） 及 び 時 間 （ T） を 充 て て 発 生 す

る 活 動 を ア ン ケ ー ト で 調 査 し 、 以 下 の 式 (1)及 び (2)に 従 っ て 各 活 動 に 起 因 す る CO 2 排 出 量

を 一 次 リ バ ウ ン ド 効 果 （ RE） と し て 算 定 し て い る 。 な お 、 こ こ で の 一 次 リ バ ウ ン ド 効 果 は

、 ICTサ ー ビ ス に よ っ て 個 人 の 費 用 ・ 時 間 が 節 約 さ れ て 新 た な 活 動 が 発 生 す る こ と に よ る C

O 2 排 出 量 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 RE ( i ) =T ( i ) × E S T ( i ) ＋ Inc'(i)× Es I n c ( i ) 　 　 　 式 (1)

　 Inc' ( i ) =Inc ( i ) － T ( i ) × C ( i ) 　 　 　 式 (2)

　 　 　 RE： 一 次 リ バ ウ ン ド 効 果

　 　 　 T： ICT利 用 に よ る 余 剰 時 間

　 　 　 Inc'： ICT利 用 に よ る 補 正 余 剰 所 得 （ 余 剰 所 得 と 余 剰 時 間 に は 重 複 が 出 る の で 、 余

剰 所 得 の 総 額 か ら 、 余 剰 時 間 を 使 っ て 起 こ る 活 動 に か か る 額 を 引 い た 余 剰 所 得 ）

　 　 　 Inc： ICT利 用 に よ る 余 剰 所 得

　 　 　 i： ICTサ ー ビ ス の 種 類

　 　 　 C： 単 位 余 剰 時 間 あ た り の 所 得 消 費 原 単 位 （ 単 位 あ た り の 節 約 さ れ た 時 間 で 行 う 活

動 に 必 要 な 金 額 ）

　 　 　 Es T ： 単 位 余 剰 時 間 あ た り の CO 2 排 出 原 単 位 （ 単 位 あ た り の 節 約 さ れ た 時 間 で 活 動 を

行 う こ と で 発 生 す る CO 2 排 出 量 ）

　 　 　 Es I n c ： 単 位 余 剰 所 得 あ た り の CO 2 排 出 原 単 位 （ 単 位 あ た り の 節 約 さ れ た 費 用 を 用 い

て 行 う 活 動 に よ り 発 生 す る CO 2 排 出 量 ）

　 非 特 許 文 献 ２ を 将 来 の 環 境 影 響 予 測 に 適 用 す る た め に は 次 の 障 壁 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ICTサ ー ビ ス が 高 機 能 化 ・ 多 様 化 し た 際 に は 、 節 約 さ れ る 費 用 ・ 時 間 及 び そ れ ら を 充 て

て 発 生 す る 活 動 が 変 わ る と 考 え ら れ る 。 ICTサ ー ビ ス の 例 と し て 「 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用

し た 服 の 流 通 」 を 想 定 す る 。 こ れ ま で は 服 を 購 入 す る と い う 「 ネ ッ ト 通 販 」 が 主 流 で あ っ

た と こ ろ 、 新 た に 服 を レ ン タ ル す る と い う 「 ネ ッ ト レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス が 興 隆 し た と す る
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。 ネ ッ ト レ ン タ ル に よ り ユ ー ザ が 服 の 購 入 等 に 要 し て い た 費 用 が 節 約 さ れ れ ば 、 ユ ー ザ は

そ の 節 約 さ れ た 費 用 を 原 資 と し て 、 例 え ば 体 型 を 保 つ た め の 「 運 動 ・ ス ポ ー ツ 」 や 「 栄 養

補 助 食 品 の 購 入 」 な ど を 行 う こ と が 予 想 さ れ る 。 節 約 さ れ た 費 用 や 時 間 を 充 て て 発 生 す る

で あ ろ う 活 動 （ 運 動 や 食 品 購 入 な ど ） を 定 義 す る た め に は 、 ICTサ ー ビ ス の 高 機 能 化 ・ 多

様 化 を 想 定 す る 度 に そ の 都 度 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ て 新 た に 発 生 す る 活 動 を 調 査 す る 必 要

が あ る た め 、 多 大 な 手 間 と コ ス ト を 要 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を

環 境 と 経 済 の 観 点 か ら 評 価 す る こ と が で き る 技 術 を 提 案 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 一 形 態 に 係 る 影 響 評 価 方 法 は 、

　 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る た め の 影 響 評 価 シ ス テ ム が 実 行 す る 影 響 評 価

方 法 で あ っ て 、

　 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 示 す 情 報 と 基 準 年 と 評 価 対 象 年 と の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 手

順 と 、

　 第 １ の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 に お い て 前 記 評 価 対 象 の

ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス の 支 出 額 を 取 得 し 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対

象 年 と の 間 の 支 出 額 の 差 分 を 計 算 す る 支 出 額 計 算 手 順 と 、

　 第 ２ の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 に お い て 前 記 評 価 対 象 の

ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 所 要 時 間 を 取 得 し 、 前 記

基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 と の 間 の 所 要 時 間 の 差 分 を 計 算 す る 所 要 時 間 計 算 手 順 と 、

　 第 ３ の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 及 び 余 剰 時 間 と 活 動 発

生 割 合 の 関 係 に 基 づ い て 、 前 記 支 出 額 の 差 分 及 び 前 記 所 要 時 間 の 差 分 に よ っ て 発 生 す る 活

動 へ の 支 出 額 の 変 化 を 算 出 し 、 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 を 算 出 す る 需 給 変 化 計 算 手 順 と 、

　 前 記 需 給 額 の 変 化 を 産 業 関 連 表 に 反 映 さ せ た 状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う こ と で 、 前 記 評 価 対

象 の ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る 評 価 手 順 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 形 態 に 係 る 影 響 評 価 シ ス テ ム は 、

　 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る た め の 影 響 評 価 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 あ る 年 に お け る 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス の 支 出 額 を 記 憶 す る 支 出

額 記 憶 部 と 、

　 あ る 年 に お け る 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 所 要

時 間 を 記 憶 す る 所 要 時 間 記 憶 部 と 、

　 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 及 び 余 剰 時 間 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 を 記 憶 す る 活 動 発 生

割 合 記 憶 部 と 、

　 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 示 す 情 報 と 基 準 年 と 評 価 対 象 年 と の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 部

と 、

　 前 記 支 出 額 記 憶 部 か ら 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 に お い て 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー

ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス の 支 出 額 を 取 得 し 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 と の

間 の 支 出 額 の 差 分 を 計 算 し 、 前 記 所 要 時 間 記 憶 部 か ら 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 に お

い て 前 記 評 価 対 象 の ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 所 要

時 間 を 取 得 し 、 前 記 基 準 年 と 前 記 評 価 対 象 年 と の 間 の 所 要 時 間 の 差 分 を 計 算 す る 差 分 計 算

部 と 、

　 前 記 活 動 発 生 割 合 記 憶 部 を 参 照 し て 、 前 記 支 出 額 の 差 分 及 び 前 記 所 要 時 間 の 差 分 に よ っ

て 発 生 す る 活 動 へ の 支 出 額 の 変 化 を 算 出 し 、 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 を 算 出 す る 需 給 変 化 計

算 部 と 、

　 前 記 需 給 額 の 変 化 を 産 業 関 連 表 に 反 映 さ せ た 状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う こ と で 、 前 記 評 価 対

象 の ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 す る 評 価 部 と 、
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　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 環 境 と 経 済 の 観 点 か ら 評 価 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 影 響 評 価 シ ス テ ム を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド

ウ ェ ア 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 影 響 評 価 シ ス テ ム の 機 能 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 影 響 評 価 シ ス テ ム が 実 行 す る 処 理 手 順 の 一 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で

あ る 。

【 図 ５ 】 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 余 剰 時 間 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 各 活 動 と 対 応 す る 産 業 及 び 支 出 変 化 額 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 産 業 関 連 表 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 均 衡 計 算 を 行 う た め の モ デ ル を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に お い

て 、 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 又 は LA N（ Local Area Network） 等 の ネ ッ

ト ワ ー ク を 介 し て １ 以 上 の ユ ー ザ 端 末 ２ ０ と 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 環 境 及 び 経 済 へ の 影 響 を 評 価 す る

１ 以 上 の コ ン ピ ュ ー タ で あ る 。 な お 、 ICTサ ー ビ ス と は 、 特 定 の 事 業 者 に よ っ て 提 供 さ れ

る 具 体 的 な サ ー ビ ス で は な く 、 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス や 「 宿 泊 予 約 」 サ ー ビ

ス と い っ た よ う に 、 サ ー ビ ス の カ テ ゴ リ 又 は 種 別 に よ っ て 区 別 さ れ る 概 念 に 相 当 す る 。 「

服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス で は 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 「 服 」 と い う 財 が 流 通 し 、 「 宿 泊 予

約 」 サ ー ビ ス で は 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 「 宿 泊 」 と い う サ ー ビ ス が 流 通 す る 。 こ の よ う

に 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス は ICTサ ー ビ ス の 内 容 に よ っ て 異 な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 「 財 ・ サ ー ビ ス 」 に 着 目 し 、

当 該 「 財 ・ サ ー ビ ス 」 へ の 支 出 が 節 約 さ れ た 額 （ 余 剰 金 額 ） や 当 該 「 財 ・ サ ー ビ ス 」 の 決

済 等 に 必 要 で あ っ た 時 間 が 節 約 さ れ た 時 間 （ 余 剰 時 間 ） が 同 じ で あ れ ば 、 ICTサ ー ビ ス の

内 容 が 異 な っ て い た と し て も 余 剰 金 額 と 余 剰 時 間 は 同 じ 活 動 割 合 に 充 て ら れ る 、 と い う 仮

定 に 基 づ き 、 環 境 及 び 経 済 へ の 影 響 を 評 価 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 後 述 す る 余 剰 金 額 ／ 余 剰 時 間 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 に 関 す る

デ ー タ を あ ら か じ め 保 持 し て お き 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス に 対 す る

評 価 対 象 年 と 基 準 年 に お け る １ 人 あ た り の 支 出 額 の 差 Δ b及 び 所 要 時 間 の 差 Δ hを 求 め 、 前

述 の デ ー タ と Δ b及 び Δ hと か ら 、 費 用 節 約 と 時 間 節 約 の 双 方 を 加 味 し た 活 動 ご と の 総 支 出

額 の 変 化 を 求 め る 。 そ し て 、 上 述 の 総 支 出 額 の 変 化 を す べ て の 種 類 の 活 動 に 対 し て 求 め 、

応 用 一 般 均 衡 モ デ ル に よ り 各 活 動 に お け る 総 支 出 額 の 変 化 を 反 映 し た 産 業 連 関 表 を 作 成 す

る 。 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 反 映 後 の 産 業 連 関 表 か ら 、 評 価 対 象 年 に お け る G DP（ Gross

 Domestic Product） と CO 2 排 出 量 を 推 定 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ユ ー ザ 端 末 ２ ０ は 、 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に 対 す る 評 価 条 件 の 入 力 を ユ ー ザ か ら 受 け 付

け た り 、 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に よ る 評 価 結 果 を 出 力 （ 表 示 ） し た り す る 端 末 で あ る 。 例

10

20

30

40

50



(6) JP  7079938  B2  2022.6.3

え ば 、 Ｐ Ｃ （ Personal Computer） 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト 端 末 等 が ユ ー ザ 端 末 ２

０ と し て 利 用 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ の

ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、

そ れ ぞ れ バ ス Ｂ で 相 互 に 接 続 さ れ て い る ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ 、 メ モ

リ 装 置 １ ０ ３ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ 、 及 び イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 １ ０ ５ 等 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ で の 処 理 を 実 現 す る プ ロ グ ラ ム は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 記 録 媒 体 １

０ １ に よ っ て 提 供 さ れ る 。 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 録 媒 体 １ ０ １ が ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ に

セ ッ ト さ れ る と 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 媒 体 １ ０ １ か ら ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ を 介 し て 補 助 記 憶

装 置 １ ０ ２ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。 但 し 、 プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト ー ル は 必 ず し も 記 録 媒 体

１ ０ １ よ り 行 う 必 要 は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 他 の コ ン ピ ュ ー タ よ り ダ ウ ン ロ ー ド す

る よ う に し て も よ い 。 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ は 、 イ ン ス ト ー ル さ れ た プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る

と 共 に 、 必 要 な フ ァ イ ル や デ ー タ 等 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ は 、 プ ロ グ ラ ム の 起 動 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ か ら

プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し て 格 納 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ は 、 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ に 格 納 さ れ た プ ロ

グ ラ ム に 従 っ て 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に 係 る 機 能 を 実 行 す る 。 イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 １ ０ ５

は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る た め の イ ン タ フ ェ ー ス と し て 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ の 機 能 構 成 例 を 示 す 図 で あ

る 。 図 ３ に お い て 、 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 入 力 部 １ １ 、 差 分 計 算 部 １ ２ 、 需 給 変 化 計

算 部 １ ３ 、 均 衡 計 算 部 １ ４ 及 び 出 力 部 １ ５ 等 を 有 す る 。 こ れ ら 各 部 は 、 影 響 評 価 シ ス テ ム

１ ０ に イ ン ス ト ー ル さ れ た １ 以 上 の プ ロ グ ラ ム が 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ に 実 行 さ せ る 処 理 に よ り

実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 ま た 、 支 出 Ｄ Ｂ ２ １ 、 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ ２ ２ 、 視 聴 時 間 Ｄ

Ｂ ２ ３ 、 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ 、 活 動 原 単 位 Ｄ Ｂ ２ ５ 、 利 用 者 数 Ｄ Ｂ ２ ６ 、 産 業 関 連 表 Ｄ

Ｂ ２ ７ 等 の デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る 。 各 デ ー タ ベ ー ス は 、 例 え ば 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ 、

又 は 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 可 能 な 記 憶 装 置 等 を 用 い て 実 現 可

能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 支 出 Ｄ Ｂ ２ １ に は 、 あ る 年 （ 過 去 ・ 未 来 の 年 を 含 む ） に お け る 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て

流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス に 対 す る 単 位 時 間 （ 例 え ば 月 ご と ） あ た り 支 出 額 が 記 憶 さ れ て い る

。 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス で は 、 ICTサ ー ビ ス を 利 用 す る か 否 か を 問 わ ず 、 １

人 あ た り の 服 へ の 年 間 支 出 額 が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ ２ ２ に は 、 あ る 年 （ 過 去 ・ 未 来 の 年 を 含 む ） に お け る 、 ICTサ ー ビ

ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 所 要 時 間 を 計 算 す る た め の 情 報 が 記

憶 さ れ て い る 。 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス で は 、 服 を 入 手 す る た め に 店 舗 ま で 移

動 す る 場 合 の １ 人 あ た り の 平 均 移 動 時 間 、 オ ン ラ イ ン 決 済 を 行 う 場 合 の １ 人 あ た り の 平 均

決 済 時 間 等 が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 視 聴 時 間 Ｄ Ｂ ２ ３ に は 、 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス の 視 聴 時 間 を 計 算 す る た め の 情 報 が 記

憶 さ れ て い る 。 例 え ば 、 「 映 像 配 信 」 サ ー ビ ス で は 、 配 信 さ れ る 映 像 に 対 す る １ 人 あ た り

の 平 均 視 聴 時 間 等 が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 支 出 Ｄ Ｂ ２ １ 、 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ ２ ２ 及 び 視 聴 時 間 Ｄ Ｂ ２ ３ に 記 憶 さ れ る デ ー タ は 、

例 え ば 、 国 や 自 治 体 、 コ ン サ ル タ ン ト が 作 成 す る 統 計 デ ー タ や 予 測 レ ポ ー ト な ど を 用 い て
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作 成 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に は 、 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 及 び 余 剰 時 間 と 活 動 発 生 割

合 の 関 係 が 記 憶 さ れ て い る 。 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 上 記 の 通 り 、 ICTサ ー ビ ス の 利 用

を 通 じ た 費 用 の 節 約 （ 余 剰 金 額 ） ・ 時 間 の 節 約 （ 余 剰 時 間 ） に よ る 人 々 の 活 動 の 変 化 は 、

ICTサ ー ビ ス に か か わ ら ず 、 余 剰 金 額 ・ 余 剰 時 間 の 値 に 応 じ て あ る 一 定 の 割 合 で 他 の 活 動

に 充 て ら れ る こ と を 前 提 と し て い る 。 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ は 、 こ の よ う な 費 用 ・ 時 間 の

増 減 と 影 響 を 受 け る 活 動 の 関 係 を 記 憶 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 と は 、 あ る ICTサ ー ビ ス を 享 受 す る こ と で ユ ー ザ が 当 該 I

CTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス に 対 し て 支 払 っ て い た 費 用 が 節 約 さ れ た 金 額 （

余 剰 金 額 ） と 、 そ の 額 の 余 剰 金 額 を 用 い て ユ ー ザ が 新 た に 始 め る で あ ろ う 活 動 の 種 別 ご と

の 割 合 と の 関 係 で あ る 。 こ の 関 係 は 汎 用 の デ ー タ 形 式 で 保 持 さ れ 、 余 剰 金 額 ご と に 個 別 に

用 意 さ れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ に 対 し て 「 （ ICTサ ー ビ ス で 流 通 す る ） 財 ・ サ ー ビ ス に 要 し

て い た 費 用 が 月 額 5,000円 節 約 さ れ た 場 合 、 ど の よ う な 活 動 を 新 た に 始 め ま す か ？ 」 と い

っ た 設 問 の ア ン ケ ー ト を 所 定 数 の 個 人 に 対 し て 行 う こ と で 、 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関

係 を 含 む デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 、 余 剰 金 額 が 月 額 500円 、 2,000円

、 5,000円 、 10,000円 等 の と き の 各 活 動 （ 例 え ば 、 睡 眠 、 身 の 回 り の 用 事 、 食 事 、 通 勤 ・

通 学 、 仕 事 、 学 業 、 家 事 、 介 護 ・ 看 護 、 育 児 、 買 い 物 、 移 動 （ 通 勤 ・ 通 学 を 除 く ） 、 テ レ

ビ ・ ラ ジ オ ・ 新 聞 ・ 雑 誌 、 休 養 ・ く つ ろ ぎ 、 学 習 ・ 自 己 啓 発 ・ 訓 練 （ 学 業 以 外 ） 、 趣 味 ・

娯 楽 、 ス ポ ー ツ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 社 会 参 加 活 動 、 交 際 ・ 付 き 合 い ） が 発 生 す る 割 合 が

得 ら れ る 。 ア ン ケ ー ト は 余 剰 金 額 ご と に 事 前 に 取 得 し て お け ば よ い た め 、 ICTサ ー ビ ス の

機 能 や 形 態 が 変 化 し た と し て も 新 た に ア ン ケ ー ト を 行 う 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 余 剰 時 間 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 と は 、 あ る ICTサ ー ビ ス を 享 受 す る こ と で ユ ー ザ が 当 該 I

CTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス に つ い て 決 済 や 移 動 に 要 す る 時 間 が 節 約 さ れ た

時 間 （ 余 剰 時 間 ） と 、 そ の 余 剰 時 間 を 用 い て ユ ー ザ が 新 た に 始 め る で あ ろ う 活 動 の 種 別 ご

と の 割 合 と の 関 係 で あ る 。 こ の 関 係 は 汎 用 の デ ー タ 形 式 で 保 持 さ れ 、 余 剰 時 間 ご と に 個 別

に 用 意 さ れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ に 対 し て 「 （ ICTサ ー ビ ス で 流 通 す る ） 財 ・ サ ー ビ ス を 購

入 す る た め に 要 し て い た 時 間 が 月 0.5時 間 節 約 さ れ た 場 合 、 ど の よ う な 活 動 を 新 た に 始 め

ま す か ？ 」 と い っ た 設 問 の ア ン ケ ー ト を 所 定 数 の 個 人 に 対 し て 行 う こ と で 、 余 剰 時 間 と 活

動 発 生 割 合 の 関 係 を 含 む デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 、 余 剰 時 間 が 月 0.

5時 間 、 1時 間 、 2時 間 等 の と き の 各 活 動 （ 例 え ば 、 睡 眠 、 身 の 回 り の 用 事 、 食 事 、 通 勤 ・

通 学 、 仕 事 、 学 業 、 家 事 、 介 護 ・ 看 護 、 育 児 、 買 い 物 、 移 動 （ 通 勤 ・ 通 学 を 除 く ） 、 テ レ

ビ ・ ラ ジ オ ・ 新 聞 ・ 雑 誌 、 休 養 ・ く つ ろ ぎ 、 学 習 ・ 自 己 啓 発 ・ 訓 練 （ 学 業 以 外 ） 、 趣 味 ・

娯 楽 、 ス ポ ー ツ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 社 会 参 加 活 動 、 交 際 ・ 付 き 合 い ） が 発 生 す る 割 合 が

得 ら れ る 。 ア ン ケ ー ト は ICTサ ー ビ ス を 介 し て 余 剰 時 間 ご と に 事 前 に 取 得 し て お け ば よ い

た め 、 ICTサ ー ビ ス の 機 能 や 形 態 が 変 化 し た と し て も 新 た に ア ン ケ ー ト を 行 う 必 要 は な い

。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ こ で 、 余 剰 時 間 と 余 剰 費 用 の 双 方 の 関 係 デ ー タ に て 割 り 当 て ら れ る 活 動 の 分 類 は 、 必

ず し も 同 一 で あ る 必 要 は な い 。 最 終 的 に は 、 後 述 す る 「 活 動 と 産 業 の 対 応 」 を 行 い 、 産 業

連 関 表 の ど の 産 業 に 対 応 す る か に 帰 着 で き れ ば 、 均 衡 計 算 に よ る CO 2 排 出 量 の 推 定 を 行 う

う え で 問 題 な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 活 動 原 単 位 Ｄ Ｂ ２ ５ に は 、 あ る 活 動 を 単 位 時 間 （ 例 え ば １ 時 間 ） 行 う た め に 支 払 う 費 用

に 関 す る デ ー タ が 格 納 さ れ る 。 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ３ の 表 ３ に は い く つ か の 行 動 （ ＝ 活 動

） に お け る １ 時 間 あ た り の 行 動 費 用 （ ＝ 活 動 原 単 位 ） が 例 示 さ れ て お り 、 「 趣 味 ・ 娯 楽 」

の 行 動 を 行 う と き の １ 時 間 あ た り の 支 出 額 と し て は 662円 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 利 用 者 数 Ｄ Ｂ ２ ６ に は 、 あ る 年 （ 過 去 ・ 未 来 の 年 を 含 む ） に お け る ICTサ ー ビ ス の 利 用

者 数 が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 産 業 関 連 表 Ｄ Ｂ ２ ７ に は 、 基 準 と な る 年 （ 以 下 、 「 基 準 年 」 と い う ） の 産 業 関 連 表 を 示

す 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 。 産 業 関 連 表 と は 、 国 や 都 道 府 県 な ど あ る 地 域 で 一 定 期 間 （ 通 常

は １ 年 間 ） に 行 わ れ た 財 ・ サ ー ビ ス の 産 業 間 取 引 を 金 額 で 表 し た 表 （ 行 列 形 式 で 記 載 ） で

あ る 。 簡 略 化 し た 例 を 挙 げ る と 、 金 融 業 は 情 報 通 信 業 か ら 100円 、 電 力 業 か ら 200円 の 供 給

を 受 け て 500円 の 生 産 を 行 っ た （ 付 加 価 値 は 200円 ） と い う よ う な こ と が 行 列 で 表 現 さ れ て

い る 。 な お 、 各 産 業 の 需 要 と 供 給 は 一 致 す る 。 総 務 省 は 産 業 関 連 表 を ５ 年 毎 に 作 成 し 統 計

情 報 と し て 公 開 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 上 記 の よ う に 、 ICTサ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス

へ の 支 出 額 、 そ の 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 所 要 時 間 、 電 子 コ ン テ ン ツ の 視 聴 時 間

（ い ず れ も １ 利 用 者 あ た り の 量 ） を 支 出 Ｄ Ｂ ２ １ 、 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ ２ ２ 及 び 視 聴 時 間

Ｄ Ｂ ２ ３ に 記 憶 し て お く こ と で 、 各 機 能 部 に お い て 、 費 用 ・ 時 間 の 増 減 を 計 算 す る 。 影 響

評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 費 用 ・ 時 間 の 増 減 と 影 響 を 受 け る 活 動 の 関 係 （ 余 剰 金 額 ／ 余 剰 時 間

と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 ） を 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に 記 憶 し て お き 、 各 機 能 部 に お い て 、 IC

Tサ ー ビ ス の 普 及 に よ る 費 用 ・ 時 間 の 増 減 か ら 、 活 動 原 単 位 Ｄ Ｂ ２ ５ 及 び 利 用 者 数 Ｄ Ｂ ２

６ の デ ー タ を 利 用 し て 各 活 動 に 充 て ら れ る 費 用 の 増 減 を 計 算 す る 。 さ ら に 、 各 活 動 に 充 て

ら れ る 費 用 の 増 減 を 産 業 関 連 表 Ｄ Ｂ ２ ７ の 産 業 関 連 表 に 反 映 さ せ 、 均 衡 計 算 を 行 い 評 価 対

象 年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 算 出 す る 。 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ の 各 機 能 部 に つ

い て は 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 以 下 、 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ が 実 行 す る 処 理 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 影 響 評 価

シ ス テ ム １ ０ が 実 行 す る 処 理 手 順 の 一 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 、 入 力 部 １ １ は 、 い ず れ か の ユ ー ザ 端 末 ２ ０ に お い て 入 力 さ

れ た 評 価 条 件 を 当 該 ユ ー ザ 端 末 ２ ０ か ら 受 信 す る 。 評 価 条 件 に は 、 ユ ー ザ が 評 価 対 象 と す

る ICTサ ー ビ ス （ 以 下 、 「 評 価 対 象 サ ー ビ ス 」 と い う ） を 示 す 情 報 （ 例 え ば 、 サ ー ビ ス 名

） と 、 評 価 対 象 年 と 、 基 準 年 と が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 例 え ば 、 ユ ー ザ が 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に つ い て 、 2013年 を 基 準 と し た と き の 2020

年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 算 出 し た い と き 、 評 価 対 象 サ ー ビ ス で あ る 「 服 の レ

ン タ ル 」 サ ー ビ ス 、 基 準 年 で あ る 2013年 、 評 価 対 象 年 で あ る 2020年 が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 差 分 計 算 部 １ ２ は 、 支 出 Ｄ Ｂ ２ １ か ら 、 基 準 年 と 評 価 対 象

年 に お い て 評 価 対 象 サ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス の 支 出 額 を 取 得 し 、 基 準 年 と

評 価 対 象 年 と の 間 の 支 出 額 の 差 分 （ Δ b） を 計 算 す る 。 な お 、 支 出 額 の 差 分 は １ ヶ 月 あ た

り 、 １ 回 あ た り 、 １ 日 あ た り で 計 算 さ れ て も よ く 、 後 述 す る 各 活 動 へ の 年 間 の 支 出 額 が 算

出 で き る よ う に 調 整 さ れ る も の と す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 支 出 Ｄ Ｂ ２ １ に は 、 服 へ の 支 出 が 2013年

に １ 人 あ た り 1.5万 円 ／ 月 、 2020年 に １ 人 あ た り 1万 円 ／ 月 で あ る と い う 情 報 が 記 憶 さ れ て

い る 。 差 分 計 算 部 １ ２ は 、 以 下 の 通 り 服 へ の 支 出 額 の 差 分 （ Δ b） を 計 算 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 Δ b=1.5(万 円 /月 )－ 1(万 円 /月 )=0.5(万 円 /月 )　 　 　 式 (3)

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 差 分 計 算 部 １ ２ は 、 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ ２ ２ か ら 、 基 準 年

と 評 価 対 象 年 に お い て 評 価 対 象 サ ー ビ ス を 介 し て 流 通 す る 財 ・ サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す

る 所 要 時 間 を 取 得 し 、 基 準 年 と 評 価 対 象 年 と の 間 の 所 要 時 間 の 差 分 （ Δ h） を 計 算 す る 。

な お 、 所 要 時 間 の 差 分 は １ ヶ 月 あ た り 、 １ 回 あ た り 、 １ 日 あ た り で 計 算 さ れ て も よ く 、 後
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述 す る 各 活 動 へ の 年 間 の 支 出 額 が 算 出 で き る よ う に 調 整 さ れ る も の と す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ ２ ２ に は 、 服 の 入 手

に か か る 時 間 が 2013年 に 3時 間 ／ 回 、 2020年 に 1時 間 ／ 回 で あ る と い う 情 報 が 記 憶 さ れ て い

る 。 差 分 計 算 部 １ ２ は 、 以 下 の 通 り 服 の 入 手 に か か る 所 要 時 間 の 差 分 （ Δ h） を 計 算 す る

。 な お 、 利 用 回 数 は 月 3回 （ 3日 ） で あ る と す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 Δ h=3(時 間 /回 )－ 1(時 間 /回 )=2(時 間 /回 )　 　 　 式 (4)

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 、 評 価 対 象 サ ー ビ ス が コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス で あ る か 判 断

す る 。 評 価 対 象 サ ー ビ ス が コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス で あ る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に 進 み

、 評 価 対 象 サ ー ビ ス が コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス で な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に 進 む 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 、 差 分 計 算 部 １ ２ は 、 視 聴 時 間 Ｄ Ｂ ２ ３ か ら 、 評 価 対 象 サ ー

ビ ス を 介 し て 配 信 さ れ る コ ン テ ン ツ の 視 聴 時 間 を 取 得 し 、 コ ン テ ン ツ 視 聴 時 間 を 所 要 時 間

の 差 分 に 加 味 し て 、 Δ hを 計 算 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス は コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス で は な い の で 、 コ ン テ ン

ツ 視 聴 時 間 は な い 。 一 方 、 「 映 像 配 信 」 サ ー ビ ス は コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー ビ ス で あ る た め 、

「 映 像 配 信 」 サ ー ビ ス を 得 る た め に 要 す る 時 間 に は 、 映 像 配 信 の 視 聴 時 間 も 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 需 給 変 化 計 算 部 １ ３ は 、 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ を 参 照 し て

、 支 出 額 の 差 分 （ Δ b） 及 び 所 要 時 間 の 差 分 （ Δ h） に よ っ て 発 生 す る 活 動 を 決 定 し 、 当 該

活 動 へ の 支 出 額 の 変 化 を 算 出 し 、 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ の 余 剰 金 額 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 か ら 、 支 出 額 の 差 分 （ Δ b） に

起 因 す る 活 動 へ の 支 出 額 の 変 化 （ DI） は 以 下 の 式 に よ っ て 計 算 で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 DI i =Δ b× U× pi i 　 　 　 式 (5)

　 　 　 U： サ ー ビ ス 利 用 者 数

　 　 　 pi： 活 動 の 発 生 割 合

　 　 　 i： 活 動 の 種 類 を 表 す 添 え 字

　 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に は 、 ア ン ケ ー ト 等 に よ っ て 事 前 に 取 得 さ れ た 余 剰 金 額 と 活 動 発

生 割 合 と の 関 係 が 記 憶 さ れ て い る 。 図 ５ は 、 例 と し て 5,000円 /月 の 節 約 に よ り 発 生 す る 活

動 の 割 合 を 示 す 。 5,000円 /月 の 節 約 に よ り 発 生 す る 趣 味 ・ 娯 楽 の 割 合 は 11.5%で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 利 用 者 数 Ｄ Ｂ ２ ６ に は 、 2020年 に お け る

サ ー ビ ス 利 用 者 数 が 日 本 全 体 で 400万 人 で あ る こ と が 記 憶 さ れ て い る 。 需 給 変 化 計 算 部 １

３ は 、 上 記 の 式 (5)を 用 い て 以 下 の 通 り 支 出 額 の 差 分 （ Δ b） に 起 因 す る 趣 味 ・ 娯 楽 へ の 支

出 額 の 変 化 （ DI） を 計 算 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 DI i =0.5(万 円 /月 )× 12(ヶ 月 )× 400万 (人 )× 11.5(%)=276億 (円 )　 　 　 式 (6)

　 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ の 余 剰 時 間 と 活 動 発 生 割 合 の 関 係 か ら 、 所 要 時 間 の 差 分 （ Δ h）

に 起 因 す る 活 動 へ の 支 出 額 の 変 化 （ DT） は 以 下 の 式 に よ っ て 計 算 で き る 。 こ こ で 、 活 動 へ

の 支 出 額 の 変 化 を 求 め る た め に 、 活 動 原 単 位 Ｄ Ｂ ２ ５ を 参 照 し て 、 活 動 に か け る 時 間 を 金

額 に 変 換 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 　 DT i =Δ h× U× pt i × C i 　 　 　 式 (7)

　 　 　 U： サ ー ビ ス 利 用 者 数

　 　 　 pt： 活 動 の 発 生 割 合

　 　 　 C： 単 位 時 間 の 活 動 を 行 う た め に 必 要 な 支 出 額
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　 　 　 i： 活 動 の 種 類 を 表 す 添 え 字

　 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に は 、 ア ン ケ ー ト 等 に よ っ て 事 前 に 取 得 さ れ た 余 剰 時 間 と 活 動 発

生 割 合 と の 関 係 が 記 憶 さ れ て い る 。 図 ６ は 、 例 と し て 0.5時 間 、 1時 間 、 2時 間 の 節 約 に よ

り 発 生 す る 活 動 の 割 合 を 示 す 。 2時 間 の 節 約 に よ り 発 生 す る 趣 味 ・ 娯 楽 の 割 合 は 16.2%で あ

る 。 ま た 、 活 動 原 単 位 Ｄ Ｂ ２ ５ に は 、 趣 味 ・ 娯 楽 を 1時 間 行 う た め の 支 出 額 が 662円 で あ る

こ と が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 需 給 変 化 計 算 部 １ ３ は 、 上 記 の 式 (7)を

用 い て 以 下 の 通 り 所 要 時 間 の 差 分 （ Δ h） に 起 因 す る 趣 味 ・ 娯 楽 へ の 支 出 額 の 変 化 （ DT）

を 計 算 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 DT i =2(時 間 /回 )× 3(回 )× 12(ヶ 月 )× 400万 (人 )× 16.2(%)× 662(円 /時 間 )=309億 (円 )　

　 式 (8)

　 上 記 の DI i と DT i の 合 計 額 が 活 動 iへ の 支 出 額 の 合 計 と な る た め 、 趣 味 ・ 娯 楽 へ の 支 出 額

の 増 加 は 式 (6)及 び 式 (8)か ら 、 276億 (円 )＋ 309億 (円 )=585億 (円 )と な る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 他 の 活 動 （ 睡 眠 、 身 の 回 り の 用 事 な ど ） も 同 様 に 計 算 し 、 図 ７ に 示 す 通 り 、 活 動 ご と に

支 出 額 へ の 変 化 を ま と め る 。 図 ７ に お い て 、 ど の 活 動 が ど の 産 業 に 対 応 す る か と い う 活 動

と 産 業 と の 対 応 は 予 め 決 め ら れ て い る も の と す る 。 活 動 と 産 業 と の 対 応 と は 、 あ る 活 動 の

種 別 を 、 産 業 連 関 表 に 記 載 の あ る 産 業 に 関 連 付 け る こ と で あ る 。 産 業 連 関 表 は 「 産 業 」 を

ベ ー ス と し た モ デ ル で あ る た め 、 余 剰 金 額 ／ 余 剰 時 間 を 用 い て 新 た に 発 生 す る 活 動 を 、 産

業 連 関 表 に 記 載 の あ る 「 産 業 」 へ の 需 要 額 が ｘ ｘ 円 増 え る 、 と い う 対 応 付 け を 行 う 必 要 が

あ る 。 例 え ば 「 受 診 ・ 療 養 」 と い う 活 動 は 産 業 連 関 表 の 「 医 療 保 険 業 」 と い う 産 業 に 関 連

付 け 、 節 約 さ れ た ｘ ｘ 円 を 使 っ て 医 療 保 険 業 へ の 需 要 （ 需 給 額 ） が ｘ ｘ 円 増 え る 、 と い う

読 み 替 え を 行 う 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 需 給 変 化 計 算 部 １ ３ は 、 産 業 ご と に 支 出 額 の 変 化 を 集 計 し 、 各 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 の

年 間 総 額 を 算 出 す る 。 な お 、 嗜 好 の 変 化 や 技 術 の 変 化 な ど の ICT以 外 の 価 格 変 動 要 因 は 基

準 と 評 価 対 象 で 同 じ と 仮 定 し て い る 。 物 価 の 変 化 は モ デ ル に 物 価 指 数 を 入 れ て お け ば 補 正

で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に お い て 、 均 衡 計 算 部 １ ４ は 、 各 産 業 へ の 需 給 額 の 変 化 を 産 業 関 連 表

に 反 映 さ せ た 状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う こ と で 、 評 価 対 象 サ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 評 価 し

、 評 価 対 象 年 に お け る CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 均 衡 計 算 と は 、 あ る 産 業 に 対 す る 需 要 額 が 変 化 す る な ど し て 産 業 連 関 表 に 変 化 が 生 じ た

際 に 、 需 要 と 供 給 が 一 致 す る よ う に 行 う 計 算 で あ る 。 政 策 の 経 済 効 果 や 環 境 効 果 を 評 価 す

る た め に 広 く 用 い ら れ て お り 、 こ の 計 算 の メ カ ニ ズ ム は 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル と し て 確 立 さ

れ て い る 。 な お 、 産 業 連 関 表 は 金 額 で 表 さ れ る の で 、 計 算 は ま ず 金 額 ベ ー ス で 行 い 、 エ ネ

ル ギ ー 消 費 量 か ら CO 2 排 出 量 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 例 え ば 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 図 ７ か ら 運 輸 業 の 支 出 変 化 額 は 147.7億 (

円 )＋ 44.7億 (円 )=192.4億 (円 )と な る 。 こ れ を 図 ８ に 示 す 産 業 関 連 表 の 例 に お い て 、 運 輸

業 の 最 終 需 要 の 消 費 に 加 え る 。 図 ７ に 示 す 他 の 産 業 の 支 出 変 化 額 に つ い て も 同 様 に 産 業 関

連 表 に 反 映 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 産 業 の 数 が 多 く な る に つ れ て 均 衡 計 算 は 複 雑 な も の と な る た め 、 図 ９ に 示 す ２ 財 ・ ２ 部

門 ・ １ 消 費 者 の モ デ ル を 例 に 挙 げ て 均 衡 計 算 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 財 X・ 財 Yは 産 業 関 連 表 に お け る 中 間 投 入 に 相 当 し 、 部 門 X・ 部 門 Yは 産 業 関 連 表 に お け る
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中 間 需 要 に 相 当 す る 。 例 え ば 、 Xが 運 輸 業 で あ る 場 合 、 運 輸 業 の 支 出 変 化 額 で あ る 192.4億

(円 )を 財 Xの 最 終 消 費 （ C X ） に 加 算 す る 。 C Y も 同 様 に 産 業 の 支 出 変 化 額 を 反 映 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 部 門 Xは 資 本 K X と 労 働 L X を も と に 財 Q X を 生 産 す る 。 需 要 と 供 給 は 一 致 す る の で 、 Q X =C X で

あ る 。 家 計 （ 最 終 消 費 ） は 資 本 Kと 労 働 Lを 生 産 要 素 と し て 提 供 し 、 そ の 対 価 と し て 所 得 を

得 て 財 Xと 財 Yを 消 費 し （ C X ,C Y ） 、 効 用 Uを 得 る 。 家 計 は 所 得 の 中 で 効 用 最 大 化 す る よ う 行

動 す る た め 、 以 下 の 式 が 成 立 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 Max U=u(C X ,C Y )　 　 　 式 (9)

　 s.t. P X ・ C X ＋ P Y ・ C Y =P L ・ L*＋ P K ・ K*　 　 　 式 (10)

　 各 生 産 部 門 （ i=X,Y） の 行 動 は 次 の 式 で 表 さ れ る 。 各 生 産 部 門 は 、 資 本 ・ 労 働 制 約 の 下

で 利 潤 最 大 化 す る よ う 行 動 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 Max π i =P i ・ Q i － P K ・ K i － P L ・ L i 　 　 　 式 (11)

　 s.t. Q i =f i (K i ,L i )　 　 　 式 (12)

　 需 要 と 供 給 の 一 致 を 考 え る と 、 以 下 の 式 が 成 立 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 Q X =C X 　 　 　 式 (13)

　 Q Y =C Y 　 　 　 式 (14)

　 K*=K X ＋ K Y 　 　 　 式 (15)

　 L*=L X ＋ L Y 　 　 　 式 (16)

　 上 記 の 式 を 解 く と 、 各 部 門 の 生 産 額 や 部 門 間 の 取 引 額 が 求 め ら れ 、 総 算 出 （ Q X ,Q Y ） が

求 め ら れ る 。 な お 、 図 ９ に お け る 総 算 出 は 産 業 関 連 表 に お け る 国 内 生 産 額 に 相 当 す る た め

、 国 内 生 産 額 か ら 中 間 投 入 を 除 い た 粗 付 加 価 値 の 変 化 を 求 め る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 そ の 結 果 、 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 基 準 年 の 2013年 と 比 べ て G DPは 1000億

円 増 加 と 計 算 さ れ る 。 さ ら に 、 産 業 関 連 表 に お け る 電 力 や ガ ス な ど の エ ネ ル ギ ー に 関 す る

産 業 の 生 産 額 の 変 化 か ら CO 2 排 出 量 の 変 化 を 求 め る 。 「 服 の レ ン タ ル 」 サ ー ビ ス に 関 し て

、 基 準 年 の 2013年 と 比 べ て CO 2 排 出 量 は 5千 t増 加 と 計 算 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ に お い て 、 出 力 部 １ ５ は 、 算 出 さ れ た CO 2 排 出 量 及 び G DPの 変 化 を 評 価

条 件 の 送 信 元 の ユ ー ザ 端 末 ２ ０ へ 送 信 す る 。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ は 、 評 価 条 件 に 基 づ く 評 価

結 果 を 把 握 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ICTサ ー ビ ス の 利 用 に よ る 影 響 を 環 境 と 経 済

の 観 点 か ら 評 価 で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ICTサ ー ビ ス の 機 能 ・ 形 態 に 依 存 せ ず 、 産 業 活

動 の 変 化 を 含 め て 、 ICTサ ー ビ ス の 普 及 に よ る 人 々 の ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 を 通 じ た 将 来

の 環 境 影 響 が 予 測 可 能 に な る 。 ICTサ ー ビ ス と ラ イ フ ス タ イ ル の 観 点 か ら の 環 境 政 策 策 定

の 指 針 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 本 実 施 の 形 態 で は 、 節 約 さ れ る 費 用 や 時 間 が 同 じ で あ れ ば 、 ICTサ ー ビ ス の 内 容 に 関 係

な く 同 じ 割 合 で 活 動 に 充 て ら れ る と い う 仮 定 に 基 づ い て い る た め 、 ICTサ ー ビ ス の 機 能 や

形 態 が 変 化 し た と し て も 、 そ の 都 度 ア ン ケ ー ト を 行 っ て ユ ー ザ の 活 動 を 調 査 す る 必 要 は な

い 。 す な わ ち 、 CO 2 排 出 量 の 推 定 を 低 コ ス ト 化 ・ 省 力 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 支 出 Ｄ Ｂ ２ １ は 、 支 出 額 記 憶 部 及 び 第 １ の 記 憶 部 の 一 例

で あ る 。 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ ２ ２ は 、 所 要 時 間 記 憶 部 及 び 第 ２ の 記 憶 部 の 一 例 で あ る 。 活

動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ は 、 活 動 発 生 割 合 記 憶 部 及 び 第 ３ の 記 憶 部 の 一 例 で あ る 。 均 衡 計 算 部

１ ４ は 、 評 価 部 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

10

20

30

40

50



(12) JP  7079938  B2  2022.6.3

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 斯 か る 特 定 の 実 施 形 態 に 限 定

さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々

の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ １ 】

　 １ １ 　 入 力 部

　 １ ２ 　 差 分 計 算 部

　 １ ３ 　 需 給 変 化 計 算 部

　 １ ４ 　 均 衡 計 算 部

　 １ ５ 　 出 力 部

　 ２ １ 　 支 出 Ｄ Ｂ

　 ２ ２ 　 決 済 ・ 移 動 時 間 Ｄ Ｂ

　 ２ ３ 　 視 聴 時 間 Ｄ Ｂ

　 ２ ４ 　 活 動 発 生 割 合 Ｄ Ｂ

　 ２ ５ 　 活 動 原 単 位 Ｄ Ｂ

　 ２ ６ 　 利 用 者 数 Ｄ Ｂ

　 ２ ７ 　 産 業 関 連 表 Ｄ Ｂ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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